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古民家の孝タト淳惨館

爾 悪響曇σ凝ジるミじk■(第醗彙凄a
重要文 fヒ則・

1日 伊薦衣 fヒ宅

四万下屋造入号屋茅≡

平 i面 積 113.5mt(13.11子 )

旧所在1と 川崎市全 1こ 213
18 it139イ 115月 29E

■要文化計指定

'こ

rli39く F6月 9日

伊事

"t氏
より川

崎面に寄壇になろ

'こ

■1lofF l月 1日

目及ご:県の動成を

i■て解離彩■■手

昭和lo年 11月 15= 移案完成

約 300年前の民家__

この家 はもとここか ら約 6h西 北方 に 当
る麻生 区金程にあ つたもの で、伊要 雪造氏

の住宅でした。江戸時代には今の村長に相
当する名主をつとめたことがぁるそうです
この伊要家住宅を移築 した時に、今 まで

建 つていた敷地を発猛 したところ、地面の

下 から堀立柱の跡が発見されました6堀立
桂 の家は寿命が短 くまた豊かになれば建箸

言 えられてしまうので、 ∞o年も前の違吻
となるとこぅした上層晨民の家 しか残 りま

せんξそうした意味で国の重要文 |ヒ財にな
りました。        '
伊事ヌの特こ 外までます気がつくのは野が 見所 ◎ひろまの要板≡ ◎すゎり流し
低いことでしょぅ。また「 ひろま」の著面 ◎大戸日のマグ=の尾◎竹賛の手の栞

1日伊藤家住宅正面

は格子の入 つた窓となり、しかも半問ず

つしか開 きません。

格子窓は「 さま」とヽ、 しょけまど」

と呼ばれ、猥や猪などを防 ぐためのもの

:と 伝 えられています。土間と「 ひろま」

の境は建具 の間仕切はな く、中央 2間分
だけ

「
ぃたながあります。_「ひろま」の

床添 す`のこ」張りであることも珍らし
い一例です。そのほか座致に天の間や■

入のないこと、物入れがこ く少な く iン ,

ろり」の後方の食菱蓄だけであること,
ども後世の農家と変つてい ます。
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○ 民家に学ほう会 (第 Ю 回)・
・・
[言 装履ぢメ          

員技会の催し

o員 家園薔議会 (第 3・ 4回 )・…
6昌象昌房菫

°`麗設の整備 2月 2=(日 )オ ヒツイ
レ作り

事業、①当面の懸  9日 (日 )オヒツイレ作り

雨琶嘉藝営職3じ足。 
角度      「メカイ」

〇 親 と子の手づくり教室  …・
薫房鷹唇雲

;26日 の両 日、和  16日 (日 )サキ議り
揚 げ方等を学ぶ      自主製作

喬花曇召具菖凧奮箸讐房象 3月 2日 (日 )オヒツイレ作り
りました。 9日 (日 )オヒツイレ作り

○ 1日山田家住宅復原工事中                16日 (日 )オヒツイン作り

○ 旧北村家屋根蔓替え中                 23日 (日 )オヒツイレ作し

1『詈;[まJι「ま:Fたァ量l「1:「[垂]]
一 作 品展示会 一

長具製作技術保存会では、平常の製作活ヨを IE

作 田家を 中心に行 つていますが、その一年間の作

品展示会を 毎年度末に作日家の土間で行つており

ます。ワラ細工製品としては、かつて日本のどこ

でも使 われ ていたワラジやゾオ リ、雪沓 などの履

物 類や ミノ、台所 で使われるカマシキ、円座など

種 類も多 い。竹細工製品としては、シノ竹 のメカ

ィカゴ、ザ ル類、それに書なが らの方法で染める

雪染や車木染 と 、ヽそれを有に織り、和服や小物
に

仕 立てた衣生活用品。それらは現在でも一部で
は

使 わ れてい ますが、ひとき前にはこ く当然 の事 と

して生活の中に使われていたものばか りです。   ‐

これらの手作 りの生活用具は、新素材 の発達 と工場生産の拡大
にともない)比敦 的

安価に販売、流通 するようにな り古来 からの伝続 的な手造 り生
活用具は急速に消え去

ろ うとしているのが現状 です。

この会では、これらの手作 り生 活用具 の製 作技術を継承し、将来
に伝えるとい う目

的で十二年前に発足しました。会員 には老著 男女 、会社員、公務
員、商店主、工業技

術者 、主婦 。学生と実に いろいろな人達 がお られ ます。こ自身
の生業 とは関 りな く、

只ひたすら音に返り
・
、その技術を マ スターし、そ して後輩

へ正しく伝 えるという事 が

茅 長の言民家σ等下 で行われてい ます。そこには手か ら手へ、建談を 交えなが ら教 え

教えられるという情景があ ります。
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(1)得 き立て用具

要のタネ紙は厚紙に丸

卜====.1型 l■種を つけたもので、

大三の始めからは木絆を

っけたタネ籍に変り、紙

一面に種をつけたものに

変りました。種箱 1枚で

約 3万粒あります。ハキ

タテ (早 (ヒ)したケゴtlヽ

欲 ハネパケでミタテパコヘ

ハネ′ゞ ゲ

移します。ケゴは保ヨが

必要なので、籍の中にサンプシ(≡座

紙を敷いてケゴを移し、その上にボ
ー

ャて、_民 興

書 は竹

のカゴを使つていましたが、昭和10年

頃からミタテパコに変り事したo

(3)≦燿二月具・真島み馬具

/≡に桑をあたえることを給桑といい

l13か らクワキリし濱で切つて来た桑は、

経≡の頃はクワ
｀
コキやクワツミで票を

とり、クワキリ包丁で組かく切
つてあ

たえますが、要が大 きくなる
に従つて

切り方も大きくし、
「

4令になると葉をそ

の まま与える.5令

になると桑の枝ここ

しかも充分与えない
。
とい いマニができな

ぃといわれている。

要は四 ECI休張し、

護反 しま丸 (1-5令 )

(2)育成用果

ケゴから 2令になるま

では、保颯が必要なので

ミタテアンドンを使い、

周目を紙ではり、中に火

鉢を入れて保二する方法

がとられています。その

後はコノメという棚にカ

ゴをのせ、サンザシとイ

トアミこ敷き、≡を移し

ます。≡が大きくなると

カゴの上に敷 くものを イ トダ テと
イ トア ミ

に変え、上姜 (マユをつくる)の頃になる

とェ ガと呼 ぶ丈夫

な台に 、イ トダテ

とナ フア ミを致い

て飼 い ます oそ し

て時 々ア ミを上げ

て、下 の イ トダテ

のコソク (要の巣)を取り除きます。
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(4)上要用具

を電讐璽言写
′
531iT喜蕨菖[[渠I京

枝を使つたハギマプシを使 い
ましたが、そ

の後ワラを折り由げただけのシマダ了プ
シ

¨
:こ変ゎり、更に改二されてワラマプシやナ

ヮマ
ィャ
が使用され

また回転マプシが使

ゎれるようになつて

便利にな りました。

マプシか らマユを採

り、ケパ トリキで 豪

面を整 え、竃長 させ

マニカゴに入 れて出

荷 します。
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民家園の花ふ

― 花   |  .ヽ   ヽ       峰 りぉりの花が、百民家の
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クスグ  麿醤[`:こ』3言II曇言房[
グ ・馨昼損二月ξξliξ :こ :憲営″     れます。さ民家見学の道すがら充

分ご覧いただければと思います。
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¬洋丁フ ラ
の で お層けします。今回からさ民家

iサクラシリーズ、民具シリースを主体に四1 雫 に    アジサイ ||うし多
答を まとめることにしてみました。 |      
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